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洪水処理の方策について 梯川水系補足説明資料

□洪水調節施設により処理する流量700m3/sについて、既設施設の活用等で処理が可能なのか
□引堤や河道掘削、洪水調節施設による水位低下効果について具体的に説明して欲しい

■引堤や河道掘削、分水路により洪水位を低減させ、計画高水流量の1,000m3/sを安全に流下させる
■洪水調節施設により処理する流量700m3/sは、既設洪水調節施設の有効活用及び新規洪水調節施設の整備により対応する

洪水処理方法

河道で処理する流量1,000m3/sに対し、現行操作による赤瀬ダム調節後のピーク流量
は1,300m3/sであり、残りの300m3/sについては赤瀬ダムの有効活用及び新規洪水
調節施設の整備等により処理

引堤、河道掘削については段階的に実施

洪水調節の状況

現況の赤瀬ダムにより小松大橋地点に
おける調節流量は400m3/s。治水容量
は5,200千m3

小
松
大
橋
■日

本

海

埴
田
●

1,100 1,000 800

河
口
●

基本高水の
ピーク流量：1,700m3/s

＜凡例＞
■：基準地点
●：主要地点
（単位：m3/s）

(1,400) (1,300) (1,150)

( )：現況の赤瀬ダムの調節後流量

計画流量配分図

資料１－２

１

水位縦断比較図

洪水調節中の赤瀬ダム

（平成１８年６月）

赤瀬ダム

埴田
小松大橋河口

梯川 流域図

2.6kより上流の引堤(小松天満宮周辺の分水
路整備を含む)による水位低下

河道掘削による水位低下

3.6k

7.0k

赤瀬ダム有効活用及び新規洪水調節施
設の整備による水位低下

1～2.6k区間の引堤による水位低下(H7～H17実施済)

海岸堤防との
擦り付け区間

１～2.6k区間の引堤前の
水位（赤瀬ダム現行操作に
よる調節後）

整備完了後の水位

参考：平均河床高（現況）

HWL
計算水位①：1～2.6k区間の引堤前
計算水位②：現況(H18)
計算水位③：2.6kより上流の引堤後
計算水位④：河道掘削後
計算水位⑤：整備完了後

梯川7.0k

梯川3.6k

梯川平面図（八丁川合流点～直轄上流端）

梯川平面図（河口部～八丁川合流点）

S58

H7～H8 小松大橋
梯大橋 梯川橋梁

住吉橋

ＪＨ梯川橋

城南橋 石田橋

小松新橋

白江大橋

能美大橋

梯川橋

鴨浦橋

梯川7.0k

軽海新橋

荒木田大橋

百石谷橋

舟場橋

中海大橋

引堤区間
堤防嵩上げまたは腹付区間
※太線は整備済

H7～H8

H8～H14 H9～H17

H10

H15

S53～S54

S61～S63

H8～H9

H8～H9

梯川3.6k

掘削

旧堤撤去
（H15）

引堤（H4）

掘削

引堤

H17

H18～

1.0k

0.0k

2.0k
3.0k

4.0k

5.0k

6.0k 8.0k

9.0k

10.0k

11.0k

12.0k

引堤区間
堤防嵩上げまたは腹付区間
※太線は整備済

都市計画決定（1.0k～6.0k）

都市計画決定（1.0k～6.0k）

しらえ

の み

かるみ

ひゃっこくたに

なかうみ



横断図 0.0k (H2-H17)
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梯川の土砂管理について 梯川水系

□河口付近の土砂管理に関連し、航路維持のための浚渫量を経年的に示して欲しい
□一般に大規模な河道拡幅を行うと土砂が堆積傾向となるが、梯川の引堤区間における河床安定性について説明して欲しい

航路浚渫の状況

■梯川河口部付近では、導流堤の整備や安宅漁港の航路維持のための浚渫（冬季期間：1月～3月）を実施しており、経年的な河床状況としては概ね安定している
■今後大規模な引堤、河道掘削を実施することから、経年的な河床変動や洪水時の水面形等、各種データ収集によるモニタリングを継続しながら、治水上安定的な河道の維持に努める

河口付近の河床高の経年変化

概ね安定

概ね安定

航路維持のための浚渫により、河口付近の河床高は概ね安定傾向

引堤区間の河床高変化

旧堤（Ｈ4時点) 新堤

2.6k
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計画高水位

昭和48年河道

昭和57年河道

平成2年河道

平成10年河道

平成18年河道

1.8k

1k～2.6kの引堤区間(H7～H17実施)における河床高は、現在のところ概ね安定傾向

引き続き2.6kより上流の引堤や河道掘削を行うことから、経年的な河床変動や出
水時の水面形等のモニタリングを継続

2.0k
1.0k

1.8k

平成18年撮影

赤瀬ダムの比堆砂量 赤瀬ダムはわが国でも比較的、土砂生産量が少ない
中国地方と同等の比堆砂量であると評価される

流出土砂量の少ない中国
地方の河川

中央構造線沿いで流出土
砂量が多いとされている只
見川，庄川，木曽川，十津
川等

比
堆
砂
量
(m
3
/
k
m
2
/
年
)

流域面積(km2)

流出土砂量が極めて多い
黒部川，天竜川，大井川
等

堆 砂 量：104,911 m3

流域面積： 40.60 km2

期 間 ： 25 年

赤瀬ダム比堆砂量
103.4(m3/km2/年)

出典：河川の土砂災害と対策
芦田和男・高橋保・道上正規

森北出版

赤瀬ダム

1.2k

H14に旧堤撤去
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掘削土砂量

累加掘削土砂量

近20年で年平均1,000～2,000m3の航路浚渫を実施。

河口部では、冬季波浪により漂砂が堆積し、
大正15年、昭和3年には河口閉塞が発生した

安宅漁港
(H1完成）

0.0k付近における航路浚渫実績(小松市実施)

掘削土砂は、シルト分が少なく、
河口付近の海岸の前浜の砂と
ほぼ同等の粒度

導流堤の整備と航路浚渫により、近年河口閉
塞は生じていない

航路
浚渫
範囲

航路掘削状況

掘削土砂
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変動前(計画河道)

変動後

長期河床変動シミュレーション(50年)

河床は概ね安定

考慮していない維持掘削等

25年×2サイクル

25年×2サイクル

備 考

S57～H18の実績流量

50年

0.0k～12.0k
条 件

流量条件

計算期間

計算範囲

項 目

将来河道における河床変動の長期予測を以下の条件により実施

<<河床変動シミュレーション計算条件>>
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H8に旧堤撤去



梯川逆水門及び前川排水機の操作について 梯川水系

□前川が危険な状態になったときの前川排水機場の操作等はどのようになっているのか。

■前川については石川県が河川整備計画を策定(H17.3)済み。梯川逆水門や前川排水機場の操作を前提に、概ね30年間で前川で1/50の洪水を安全に流下
させる計画としている。

前川合流点の処理

<概要>
前川合流点には、洪水時の逆流防止や
平常時の塩水遡上防止、灌漑取水のた
めの水位維持のために梯川逆水門が設
置され、また、前川の洪水を梯川へ排
水し、前川流域の湛水被害を軽減する
ことを目的として前川排水機場が設置
されている。

前川整備計画の概要

■灌漑期間中（4/1～9/10)

・梯川逆水門は、外水(梯川)から内水(前川)への逆流が生じない

ようにゲートを操作する。

・灌漑取水のため、内水位をTP+0.50m～TP+0.60mに保持

■非かんがい期（9/11～3/31)

・梯川逆水門は、外水から内水への逆流を生じさせないように

ゲートを操作し、内水位の低下を図る。

平常時

内水位が
TP+0.65m以
下

■内水位が、外水位より高い場合

・梯川逆水門のゲート操作により順流で、内水を排除する。但し、

内水位がTP+0.50を下回れば平常時の操作に切り替える。

■外水位が、内水位より高い場合

・梯川逆水門のゲートを全閉し、逆流を防止する。

・さらに内水湛水の軽減のため排水機場により内水を排除する。

洪水時

内水位が
TP+0.65mを
超えさらに上
昇する恐れの
ある時

操作ルール

梯川逆水門及び前川排水機場の操作

外水(梯川） 内水(前川）

▽計画高水位（H.W.L）T.P+1.800

▽運転開始内水位（LWL）T.P+0.650

▽計画高水位（HWL）

T.P+3.680

平常時（内水位がTP+0.65ｍ以下)の灌漑期は、灌漑のための水位を維持し、非灌漑期は内水の低下を図る。
洪水時（内水位がTP+0.65m以上）は、内水位が高く順流となる場合は、ゲート操作で内水排除し、外水位が高く逆流とな
る場合は、ゲートを全閉し、排水機場のポンプにより内水を排除する。

木場潟

▽ T.P+0.500

▽管理水位 T.P+0.600

※木場潟管理水位(TP+0.60m)は、加賀三湖周辺かんがい区域への導水のため、木場潟から
取水するための維持水位から決められている。

概ね30年間で、
1/50対応河道
完了予定

前川排水機場

木場潟

前川

梯川

右
岸
約
2
,2
0
0
m

両
岸
約
1
,6
0
0
m

前川
前川新橋地点～木場潟流出地点
施行区間：Ｌ＝約3,800m

梯川逆水門

３

<逆水門・前川排水機場の操作>

前川圏域施工区間図(木場潟～前川)

•平成17年3月策定前川整
備計画

•平成８年 ２基(30m3/s)暫定運用

•平成１２年 ４基(62m3/s)運用開始

前川排
水機場

•昭和７年建設
•昭和３４年改築 ﾛｰﾗｰｹﾞｰﾄに改修し、前
川の水位調節を可能とした。

梯川

逆水門

洪水時 内水位がTP+0.65m以上

平常時 内水位がTP+0.65m以下

かんがい期(平常時)は、TP+0.50～0.60mで水位を保持する

梯川逆水門

前川排水機場

梯 川

前 川
前川排水機場

梯川逆水門

平成１８年７月洪水のポンプ稼働状況

<経 緯>

前川排水機場
（最大62m3/s）

●小松大橋

1.0k

（）前川整備計画

平常時のｲﾒｰｼﾞ

洪水時のｲﾒｰジ【ﾎﾟﾝﾌﾟ稼働時】

※逆水門：洪水時の梯川からの逆流防止、平常時の塩水遡上防止のために設置された逆流防止水門

Ｐ
木場潟 前川

（１２0m3/s）

日本海

梯川

1,100m3/s

1,000m3/s

• 梯川本川：1/100

• 前川整備計画：1/50

• 前川排水機場：1/50

梯川逆水門※

前川排水機場

梯川

前川

日本海

■石川県はH17年に前川圏域河川
整備計画を策定済み。
■この計画の中で県は、梯川逆水
門や前川排水機場の操作
を見込み、前川・木場潟のHWL
をTP+1.80mと定めている。

■50年に1回発生する規模の降雨
による洪水が発生しても安全に
流下させることを目的に、前川
新橋地点～木場潟流出地点など
の河川改修を実施することとし
ている。



□分水路整備にあたり、重要文化財の小松天満宮やその周辺の自然環境
をどのように保全していくのか。

重要文化財の保全について 梯川水系河川改修と都市計画の関係について

□河川改修を都市計画に位置付けることでどのようなメリットがあるのか
を具体的に教えて欲しい。

■大規模引堤など地域社会に多様な影響を与える改修を行う場合等は、河川改修を含む地
域の将来像を都市計画に位置づけることにより、沿川の健全な発展と秩序ある整備の一助と
なる。この際、住民の合意形成を得るため、都市計画案の縦覧や決定告示等による手続きに
より、道路整備等の関連事業と一体的に周知が図られるため、関連事業相互の総合的かつ
円滑な促進が図られる。

■重要文化財や周辺自然環境の保全及び利用の観点から、分水路等の整備に
よる環境変化、文化財や周辺自然環境保全手法に関して学識経験者の
方々にご助言を頂きながら事業の促進を図る。

４

小松天満宮は、加賀藩三代藩主前田利常が小松城に隠居後、祖先神として崇拝する
菅原道真を祭る北野天満宮を模して明暦3年(1657)に創建。昭和36年6月に小松天
満宮の一部が国の重要文化財に指定。

小松天満宮を残すように分水路を整備

3.0k

3.2k

2.8k

小松天満宮神門小松天満宮社殿

小松天満宮

小松天満宮整備計画評価委員会

検討内容（環境影響検討項目）

分水路整備に伴う周辺の歴史、伝統、環境の尊重と利用を踏ま
え、平成18年度から「小松天満宮整備計画評価委員会」を開催。
各分野の専門家により、分水路改修に伴う小松天満宮への微気
象、地下水、植物、建造物、景観等の影響について審議を実施。
現在までに委員会を3回実施しており、今後、全体的な配置計画
等含めて検討していく予定。 委員会の実施状況

１.河川改修による微気象環境（風を数値ﾓﾃﾞﾙ化・ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ）影響を検討
２.河川改修による地下水環境への影響を予測
３.植物（小松天満宮）、建造物への影響を検討
４.河川改修による景観への影響を眺望景観CGなど、視覚的に評価
５.その他（利用動線、防災、雨水排水）への影響を分析し、施設整備を検討 風向・風速等の観測

昭和36年
（1961）

昭和56年
（1981）

平成2年
（1990）

平成6年
（1994）

平成8年
（1996）

小松天満宮の一部が国の重要文化財に指
定。（小松天満宮社殿、神門）

小松天満宮の十五重の塔が市の重要文化
財に指定。

昭和40年
（1965）

小松天満宮宮司から神社庁へ説明。文化
庁が移転反対の意向を表明。

小松市民有志により、「小松天満宮を守る
会」結成。現状保存運動が活発化。

小松市長が小松天満宮を現位置に残す方
向で調整。（小松天満宮より、周辺の歴史、
伝統、環境の尊重と利用に関する要望を小
松市長に提出）

「小松天満宮を核としたまちづくり」を小松市
が表明。これを受けて分水路改修（改修計
画）を決定。

小松天満宮移転案で河川改修計画を策定昭和49年
（1974）

都市計画の概要

①

②

④

③

⑤

3.0k

2.0k

梯
川

①新石田橋

旧堤 新堤

②引堤

④新小松大橋
③用地取得

【都市計画決定の手続きフロー】

原案作成 計画案の
住民縦覧

都市計画審
議会に付議

県公報にて
決定告示

① H14迄 新石田橋完成 （2.0k付近）
② H17迄 鶴ヶ島～泉・丸ノ内地区引堤等概成 （1.0k～2.6k付近）
③ H18迄 分水路計画の用地買収（国債）完了 （2.6k～3.0k付近）
④ H18～ 小松大橋架替開始 （3.0k付近）
⑤ H18～ 白江築堤開始 （5.0～6.0k付近）

都市計画決
定（H11）後
の整備状況

5.0k

6.0k

旧堤 新堤

梯
川

⑤引堤

小松新橋

白江大橋

•従前の改修計画では市街地を中心とした大規模引堤の実施に際し、河川区域となる土地と住居区
域等の一体的な整備に時間を要していた。

•一方、小松市民を中心に小松天満宮（重要文化財）の現状保存を求める意見が一部顕在化した。
• また、小松市街地周辺まちづくりと連携を図るためには、河川と道路が一体となった整備が必要で
あった。（平成11年1月都市計画 河川･道路（変更）を実施）

• これらの背景から分水路計画に変更するとともに関連する道路等の都市計画事業の円滑な推進を
図るため、関係行政機関及び住民の新たな合意形成が必要となった。

【梯川の都市計画決定の経緯】


